
病
院
事
業
庁
と
の
初
顔

合
わ
せ
で
確
認
し
た
こ
と

は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
令
和
４
年
度
予
算
の
概

要
に
つ
い
て

令
和
４
年
度
の
予
算
と

令
和
３
年
度
の
予
算
に
基

本
的
に
変
わ
り
は
な
く
、

平
均
患
者
数
は
令
和
３
年

度
と
同
じ
数
字
で
、
令
和

３
年
度
は
令
和
２
年
度
と

同
数
字
で
あ
る
。
新
型
コ

ロ
ナ
に
よ
る
患
者
減
か
ら

令
和
２
年
度
の
コ
ロ
ナ
前

に
予
定
し
て
い
た
患
者
数

を
目
標
に
す
る
。

○
コ
ロ
ナ
受
入
れ
病
棟
の

調
整
数
に
つ
い
て

【
組
合
】

患
者
の
受
け

入
れ
が
恒
常
的
で
な
い
と

の
こ
と
だ
が
、
愛
知
病
院

も
患
者
が
い
な
い
と
き
も

あ
る
。
同
じ
で
は
な
い
か
。

恒
常
的
の
基
準
は
あ
る
の

か
。

→
精
神
は
調
整
数
の
考
え

方
に
な
じ
ま
な
い
。
愛
知

病
院
は
年
間
通
し
て
入
院

患
者
が
あ
る
。
人
事
課
に

も
話
し
て
聞
い
て
い
る
。

【
組
合
】
精
神
の
調
整
数

が
１
．
５
で
愛
知
病
院
が

５
。
業
務
が
同
じ
で
こ
の

差
は
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
と

不
満
が
あ
る
。
入
院
患
者

数
の
問
題
で
な
い
。
精
神

医
療
セ
ン
タ
ー
で
受
け
入

れ
し
て
い
る
患
者
さ
ん
は
、

指
示
に
従
わ
な
い
方
で
、

噛
ま
れ
た
り
す
る
な
ど
で
、

危
険
の
度
合
い
は
精
神
の

方
が
高
い
。

→
恒
常
的
で
給
料
の
調
整

が
必
要
と
い
う
の
が
調
整

数
の
主
旨
で
あ
る
。

○
大
規
模
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て

【
組
合
】
三
回
目
接
種
の

派
遣
の
終
わ
り
は
い
つ
に

な
る
か
。
ま
た
四
回
目
接

種
に
つ
い
て
の
情
報
は
あ

る
か
。

→
事
業
庁
も
気
に
し
て
お

り
、
知
事
部
局
に
確
認
し

て
い
る
が
決
ま
っ
て
い
な

い
よ
う
で
あ
る
。

○
人
員
要
求
に
つ
い
て

【
組
合
】
が
ん
セ
ン
タ
ー

の
化
療
セ
ン
タ
ー
の
人
員

要
求
は
増
員
が
み
と
め
ら

れ
な
か
っ
た
こ
と
に
現
場

か
ら
不
満
の
声
が
上
が
っ

て
い
る
。
時
間
外
は
あ
ま

り
な
い
と
聞
い
て
い
る
が
、

昼
は
か
な
り
忙
し
く
昼
休

憩
の
余
裕
も
な
い
と
の
こ

と
で
、
そ
う
い
っ
た
状
況

を
理
解
し
て
ほ
し
い
。
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５
月
20
日
、
ア
イ
リ
ス
愛
知
に
お
い
て
、
病

院
事
業
庁
と
初
顔
合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。

冒
頭
の
宮
澤
病
院
事
業
次
長
に
よ
る
あ
い
さ
つ

で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
業
務
を

含
め
日
々
の
業
務
へ
の
感
謝
の
言
葉
が
あ
り
、

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
働
く
環
境
に
つ
い
て
の
方

向
性
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
宮
澤
病
院
事
業
次
長
あ
い
さ
つ
（
抜
粋
）

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
病
院
事
業
次
長
の
宮
澤
で

す
。
組
合
の
役
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
ご
ろ
か
ら
病
院
事
業
の
運
営
に
格
別
の
ご
支
援
を

賜
り
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
職
員
の
皆
様
方
に
は
、
名
古
屋
空
港
で
の

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
業
務
を
始
め
、
日
々

の
業
務
に
様
々
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
病
院
事
業
庁
に
異
動
し
て
２
年
目
で
す
が
、

実
は
採
用
時
に
建
て
替
え
前
の
古
い
建
物
の
が
ん
セ

ン
タ
ー
に
６
年
間
勤
務
し
、
病
院
な
ら
で
は
の
苦
労

も
経
験
し
ま
し
た
。
当
時
は
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
や
働
き
方
改
革
な
ど
の
話
も
な
い
時
代
で
し
た

の
で
、
昔
の
こ
と
が
今
も
通
用
す
る
と
は
思
い
ま
せ

ん
が
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
推
進
し
、
生
産

性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
積
極
的
な
活
用
を
始
め
と
し

た
様
々
な
取
組
み
を
進
め
、
全
て
の
ス
タ
ッ
フ
が
健

康
で
充
実
し
て
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

県
立
病
院
は
、
経
営
状
況
を
議
会
や
県
民
に
公
表

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
県
立
病
院
を
県
民
の
皆
様

に
信
頼
さ
れ
る
病
院
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
私
は
、

日
々
、
患
者
さ
ん
に
接
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
現
場
の

皆
さ
ん
の
声
を
聞
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
組
合
の
皆
さ
ん
に
は
、
職
制
サ
イ
ド
で

は
キ
ャ
ッ
チ
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
現
場
の
声

を
、
こ
ち
ら
へ
届
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
く
ご
意
見
に
つ
き
ま
し
て
は
、

す
ぐ
に
実
現
す
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
も
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
誠
意
を
持
っ
て
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

５月１日欠員状況（2022.5.20病院事業庁口頭説明）

＜がんセンター＞ 過欠員 処置

生物統計家 △ 1 ※Ｘ線に振替１

CRC △ 2 ※看護師へ振替２

遺伝子カウンセラー △ 1

調理師 △ 3 臨時的任用職員で対応２
※栄養士へ振替１

看護補助員 △ 1 ※非常勤に振替１

小計 △ 8

＜精神医療センター＞ 過欠員 処置

作業療法士 △ 1

小計 △ 1

＜小児センター＞ 過欠員 処置

臨床検査技師 △ 1 臨時的任用職員で対応

視能訓練士 △ 1 臨時的任用職員で対応

言語聴覚士 △ 1

保健師 △ 2

小計 △ 5

合計 △ 14

５
月
20
日
に
ア
イ
リ
ス

愛
知
で
行
わ
れ
た
病
院
事

業
庁
交
渉
で
は
、
各
病
院

の
５
月
１
日
現
在
の
欠
員

状
況
の
説
明
が
口
頭
で
あ

り
ま
し
た
。
（
欠
員
状
況

は
左
の
表
の
と
お
り
）

○
欠
員
へ
の
対
応

【
組
合
】
臨
任
の
対
応
が

さ
れ
て
い
な
い
職
種
は
ど

う
し
て
い
る
の
か
。

→
言
語
聴
覚
士
は
募
集
を

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の

で
、
見
つ
か
り
次
第
補
充

さ
れ
る
予
定
。
保
健
師
に

つ
い
て
は
今
は
補
充
さ
れ

て
い
な
い
。
遺
伝
子
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
・
言
語
聴
覚
士
・

保
健
師
な
ど
は
代
わ
り
を

見
つ
け
る
の
が
難
し
い
職

種
で
あ
る
。

精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

岡
田

さ
ゆ
り

５
月
28
日
、
労
働
会
館

に
て
愛
知
医
療
研
究
集
会

が
あ
り
参
加
し
て
き
ま
し

た
。
医
療
研
と
は
日
本
医

療
労
働
組
合
連
合
会
が
約

40
年
取
り
組
ん
で
き
た

「
医
療
研
究
運
動
」
の
略

称
で
愛
知
県
で
は
１
９
７

５
年
に
始
ま
り
ま
し
た
。

私
た
ち
の
よ
う
な
医
療

の
現
場
で
働
く
人
を
医
療

労
働
者
と
呼
び
ま
す
。
集

会
で
の
学
習
や
研
究
活
動

報
告
会
を
通
じ
て
自
分
の

職
場
で
抱
え
る
問
題
を
明

ら
か
に
し
、
職
場
・
地
域

か
ら
人
権
と
し
て
の
医
療
・

介
護
・
福
祉
の
改
善
・
充

実
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
の
流
行
が
始
ま
っ

て
か
ら
３
年
に
突
入
し
ま

し
た
。
多
く
の
医
療
労
働

者
が
「
い
い
医
療
・
介
護

を
し
た
い
」
「
や
り
が
い

の
あ
る
仕
事
を
し
た
い
」

と
思
っ
て
い
ま
す
。
愛
知

県
医
労
連
の
基
調
報
告
で

は
、
守
り
た
い
命
の
た
め

看
護
師
の
増
員
と
す
べ
て

の
医
療
労
働
者
の
大
幅
賃

上
げ
等
要
請
書
提
出
や

「
看
護
師
ま
も
ろ
う
」
オ

ン
ラ
イ
ン
署
名
の
報
告
等

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

３
月
29
日
に
「
公
立
病
院

経
営
強
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

が
公
表
さ
れ
、
公
立
公
的

病
院
の
「
再
編
・
統
合
」

の
文
言
を
失
く
し
た
こ
と

も
報
告
さ
れ
、
こ
の
２
年

間
で
公
立
公
的
病
院
が
コ

ロ
ナ
対
応
で
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を

政
府
が
認
め
た
形
と
な
り

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
場
で
知
識

を
得
る
と
自
分
の
身
の
回

り
の
何
が
問
題
な
の
か
が

明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
す
。

知
識
を
深
め
る
こ
と
の
大

切
さ
や
お
か
し
い
と
思
っ

た
こ
と
に
声
を
上
げ
る
こ

と
、
小
さ
な
声
で
も
集
ま

れ
ば
大
き
な
力
に
な
る
こ

と
を
学
べ
た
１
日
で
し
た
。
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注
：
欠
員
の
考
え
方

欠
員
の
考
え
方
で
す

が
、
病
気
休
職
や
育
児

休
業
の
方
が
い
て
定
数

に
満
た
な
い
場
合
に
欠

員
と
な
り
、
療
養
休
暇

や
産
休
で
は
欠
員
と
な

り
ま
せ
ん
。

病
院
組
合
で
は
毎
年
、
全
国
で
働
く
医
療
関

係
の
仲
間
と
一
緒
に
学
び
、
情
報
交
換
な
ど
を

行
う
た
め
、
各
種
集
会
等
へ
組
合
員
の
方
に
参

加
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
「
第
38
回
愛
知
医
療
研
究
集
会
」

（
５
月
28
日
）
に
１
名
の
組
合
員
が
参
加
し
ま

し
た
。

愛
知
医
療
研
究
集
会

に
参
加
し
て

５月20日、病院事業庁から、「あいち小

児保健医療総合センターの診療日の変更」に

ついて、2023年１月４日から診療日を「月曜

日～金曜日」に変更する旨の情報提供があり

ました。

通常勤務の職員の週休日が変わりますが

（現在は「日・月」が週休日だが、変更後は

「土・日」が週休日）、この診療日の変更自

体は交渉事項ではないとのことです。

ただし、この変更に伴う困りごとについて

は小児センター内で話し合いをして解決を図っ

ていき、内容によっては病院事業庁と話をし

ていきます。

すでに、患者さんとご家族からの問い合わ

せ窓口などについて分会で確認をしています。

★
執
行
委
員

宮
尾
眞
太
朗

（
病
院
事
業
庁

・
事
務
）

組
合
員
の
皆
様
の

お
役
に
立
て
る
よ
う

微
力
な
が
ら
尽
力
さ

せ
て
い
た
だ
く
所
存

で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。



2022 年６月 10 日

病 院 事 業 庁

定年引上げ制度導入に伴う６０歳※ １に達した職員の給与等の取扱いについて（提示）

※１ 現行の定年年齢が６０歳を超える職員については、現行の定年年齢（以下の「６０歳」も同様）

定年引上げ制度導入に伴う６０歳に達した職員の給与等の取扱いについては、知事部局と同様に取り扱っていきたい。

【参考】知事部局の提示内容

定年引上げ制度導入に伴う６０歳に達した職員の給与等の取扱いについては、人事委員会の報告（2021 年 10 月 7 日）を踏まえ、国の措置に準じて、次のとおり制度改正を実施すること

としたい。

１ ２以外の職員の給与（任期を定めて任用される職員は除く）

当分の間、次のとおりとする。

項  目 内  容 

１ 給 料 

(1) 職員の給料月額は、特定日（職員が６０歳に達した日後の最初の４月１日）以後、その者に適用される給料表の職務の級及び号給に応じた額に７割を乗じて得た

額とする。 

(2) 管理監督職勤務上限年齢により降任等をされた職員の給料月額は、特定日以降、(1)の給料月額のほか、降任等された日の前日に受けていた給料月額に７割を乗じ

て得た額と特定日における(1)の給料月額との差額を給料として支給する。 

ただし、上記の合計額は、当該職員の属する職務の級における最高の号給の給料月額を超えることができない。 

２ 諸手当 

(1) 以下の手当は、特定日以後、給料月額の７割措置が適用されない職員に支給される手当額の７割水準とする。 

    給料の調整額、初任給調整手当、地域手当、期末・勤勉手当、時間外・夜間・休日勤務手当、特地勤務（に準ずる）手当、農林漁業普及指導手当 

(2) 以下の手当は、７割水準としない。 

    扶養手当、住居手当、通勤手当、単身赴任手当、特殊勤務手当、宿日直手当 

３ 退職手当

(1) 給料月額の７割措置に伴う給料月額の減額は、職員の退職手当に関する条例第５条の２における「給料月額の減額改定以外の理由によりその者の給料月額が減額

されたことがある場合」に該当するものとする（退職手当の基本額の特例）。 

(2) ６０歳に達した日以後、その職員の非違によることなく退職した職員の退職手当の基本額は、退職事由を「定年退職」として算定する。 

(3) 定年前早期退職を実施する場合、６０歳以降の期間は給料月額の割増を行わない。 

   ただし、整理退職及び公務上傷病・死亡の場合、６０歳以降の退職者は割増率を一律２％とする。 

２ 再任用職員の給与

項  目 内  容 

１
定年前再任用 
短時間勤務職員 国に準じた制度とする。 

２ 暫定再任用職員 国に準じた制度とする。 

３ 降格制度については、国に準じた制度に見直す。

４ 施行時期

２０２３年４月１日

再任用以外の職員の給与のイメージ ＜「×70/100」は、100 円未満四捨五入＞

（１）給 料

ア 職員の給料月額

60 歳超職員の給料月額 ＝ （給料表の職務の級・号給に応じた）給料月額 × 70/100

※ 特定日以降も、給与改定等の事由により、変更があり得る。

※ 昇給は、勤務成績が特に良好な場合のみ実施する（現行の 55 歳超職員と同じ）。

イ 管理監督職勤務上限年齢により降任等をされた職員の給料月額

「降任前給料月額の７割」と「降任後給料月額の７割」の差額を給料（管理監督職勤務上限年齢調整額）として支給する。

管理監督職勤務上限年齢調整額 ＝（ 降任等の前日に受けていた給料月額 × 70/100 ） － （ 特定日に受ける給料月額 × 70/100 ）

※ 管理監督職勤務上限年齢調整額は、特定日時点で算出した額により原則固定される（特定日以降の昇給等による影響は受けない。）。

※ ７割措置後の給料月額と管理監督職勤務上限年齢調整額の合計は、当該職員が現に受ける職務の級における最高号給の給料月額（100/100 水準）を超えることができない。

６
月
10
日
、
病
院
事
業

庁
か
ら
「
定
年
引
上
げ
制

度
導
入
に
伴
う
60
歳
に
達

し
た
職
員
の
給
与
等
の
取

扱
い
に
つ
い
て
」
の
提
示

が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
提
示
は
給
与
だ

け
で
あ
り
、
交
渉
事
項
も

給
与
だ
け
と
の
こ
と
で
す
。

他
の
こ
と
は
地
公
法
の
制

度
の
改
正
で
あ
る
た
め
、

交
渉
の
対
象
と
な
ら
な
い

と
の
こ
と
で
し
た
。

し
か
し
、
病
院
職
場
は

夜
勤
な
ど
も
あ
る
変
則
勤

務
で
あ
り
、
患
者
さ
ん
の

ケ
ア
な
ど
に
は
体
力
を
必

要
と
す
る
職
場
の
た
め
、

職
員
の
安
全
衛
生
及
び
患

者
さ
ん
の
安
全
を
考
慮
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
問
題
点
が
判
明

す
れ
ば
、
そ
の
都
度
、
病

院
事
業
庁
と
話
を
し
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

今
回
の
提
示
文
書
な
ど

は
次
の
と
お
り
で
す
。
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※提示文書及び補足説明は表現を一部わかりやすく加工してます。

退職手当のイメージ

（１） 退職手当の基本額に係る特例

○ 特定日以後、７割水準の給料月額となる場合、特例計算により算定する。

（２） ６０歳※に達した日以降退職した職員の退職事由 ※現業職（労務職員）は６３歳

○ 当分の間、定年前に退職した場合であっても、定年退職の支給率で算定する（自己都合退職の支給率とはしない。）。

※本特例が適用されない職員：定年の定めのない者、現行のまま６５歳定年の医師・歯科医師、特例定年（７０歳）が適用される医師・歯科医師

イ

給料月額

Ａ

Ｂ

支給率
ア 退職

給料減額（７割給）

特定日

退職手当の基本額 

 ＝ Ａ × アの支給率 ＋ Ｂ × （イ―ア）の支給率 

  Ａ：特定減額前給料月額 

    ※以下の給料月額の減額のうち最も高かった給料月額 

     ① 特定日（７割水準）の前日の給料月額 

     ② 給料表異動に伴う減額の前日の給料月額 など 

     （給与改定に伴う減額の前日の給料月額は対象外） 

  Ｂ：退職日給料月額（管理監督職勤務上限年齢調整額を含む。） 

60 歳時で最高支給率（勤続 35 年）に達して

いる場合は、（イ―ア）の支給率はゼロとな
り、60 歳で退職した額と変わらない。 

定年引上げに伴う各働き方の比較 ※太枠部分が今回の交渉範囲

フルタイム 短時間

定数 常勤定数 常勤定数 常勤定数ではない 常勤定数 常勤定数ではない

該当年齢 60歳の年度末 60歳の年度末以降 60歳の年度末以降

勤務時間 週38時間45分 週38時間45分 週31時間(原則) 週38時間45分 週31時間(原則)

任期 定年まで 定年まで
常勤職員の定年退職日
に当たる日まで

１年 １年

給料 - 7割水準
再任用の給料表による
（勤務時間による按分）

再任用の給料表による
再任用の給料表による
（勤務時間による按分）

調整額 - 7割水準 給料月額の３％（新設）

初任給調整手当 - 7割水準（研究所のみ）

地域手当 - ７割の給料に連動

期末・勤勉手当 - ７割の給料に連動

時間外・夜間・
休日手当

- ７割の給料に連動

扶養手当 - 60歳までと変わらず

住居手当 - 60歳までと変わらず

通勤手当 - 60歳までと変わらず

特殊勤務手当 - 60歳までと変わらず

宿日直手当 - 60歳までと変わらず

退職手当 - 退職時に支給

支給なし

再任用の給料表により支給

再任用の給料表と再任用の支給割合により支給

再任用の給料表により支給

支給なし

給料月額の３％（新設だが、経過措置の予定）

60歳
定年引上げ後の
60歳以上で定年まで

定年前再任用
短時間勤務

暫定再任用

退職後（定年もしくは再任用任期後）から65歳まで
※2031年までの制度

なし（正規職員退職時に支給済みのため）

60歳までと変わらず

60歳までと変わらず

60歳までと変わらず

支給なし

看護職（医療職(三)）での収入比較

フルタイム 短時間

級・号給 ４級113号 ４級113号 再任用職員３級 再任用職員４級 再任用職員３級

給与月額 384,900 269,430 215,120 279,300 215,120

調整額（※） 10,100 7,070 6,453 10,100 7,760

地域手当 33,575 23,502 18,833 24,599 18,944

月の固定給 428,575 300,002 240,406 313,999 241,824

期末・勤勉手当 949,078 664,354 278,570 363,845 280,212

年間収入 7,041,056 4,928,739 3,442,012 4,495,678 3,462,312

※調整数は「１」で計算してます。

級・号給 ４級40号 ４級40号

給与月額 320,200 224,140

調整額（※） 10,100 7,070

地域手当 28,075 19,652

月の固定給 358,375 250,862

期末・勤勉手当 793,620 555,534

年間収入 5,887,740 4,121,418

※調整数は「１」で計算してます。

級・号給 ５級93号 ５級93号

給与月額 402,000 281,400

調整額（※） 10,400 7,280

地域手当 35,054 24,537

月の固定給 447,454 313,217

期末・勤勉手当 1,010,125 707,087

年間収入 7,389,698 5,172,788

※調整数は「１」で計算してます。

高
度
主
任
級

最
高
号
給

高
度
主
任
級
に

昇
格
し
た
ば
か
り

主
査
級

（
専
門
員

）

最
高
号
給

60歳まで
定年引上げ後の
60歳以上で定年まで

定年前再任用
短時間勤務

暫定再任用

※再任用部分につい
ては上記表と同じ

※再任用部分につい
ては上記表と同じ

(3) 愛知県病院事業庁職員組合ニュース №143 2022年６月15日

※お断り
病院組合独自で試算したデータです。

収入比較については、「時間外勤務手当」

や「特殊勤務手当」などの実績給や「住居

手当」などの生活関連手当を含んでいない

ため、個人差が生じます。

また、現在の給与制度及び今回の提示内

容での試算であるため、今後この金額を補

償するものではありません。

なお、再任用については、退職時の級を

上回る級での任用はありません。（技師級

での退職なら、技師級での任用となります）

上述のことを踏まえて、あくまで参考イ

メージとして見てください。


